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9月20日から 10月27日までの約 1ヶ月の期間中，頻繁に l個体が長時間連続して鳴いたが，稀
に2個体が同時に鳴くこともあった。クマゼミはこの調査期間中，例年の出現最盛期と同様，午前中
鳴くことが大半だったが，午後にも稀に鳴いた(表 1)。
今回の遅鳴きが始まる時間は 8: 30頃からであった。最多で 1日当たり 27困 (10月9日)鳴いた





10月中旬を過ぎると鳴く回数が減って， 1日に 10回未満となり， 10月27日で鳴き声は聞こえな
くなった。 1日のうちでの鳴き始めの時刻は， 9月中が8-9時からだったが， 10月になると 9時
過ぎになってから鳴き始めることが多くなり，9月の時よりも 30分ほど遅れて鳴き始める傾向があっ
た。これには気温と日照の変化が関連しているのかもしれない。なお，研究棟正面玄関左横(西側)
のソテツの影で，芝生の生えた地面より 30c mほど上の気温は， 10月26日20時45分には 14.7'C
であった。
? ??


























約 120 (8:31頃ー 10:30頃)
96 (8・33-10:09) 
74 (8:06 -9:20) 
127 (8:18 -10:25) 
62 (8:43 -9:45) 
137 (8: 18ー 10・35)*





148 (9:08ー 1:36; 13:53) 
134 (9:30ー 1:4) 
36 (9:58ー10:34)#
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